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ソーシャルポリシーにおけるスティグマに
関する考察
― T.H.マーシャルの「市民権」「社会階級」の観
点から―
名寄市立大学保健福祉学部専任講師
日本社会事業大学大学院博士後期課程
松　岡　是　伸
Ⅰ．本研究の目的
　スティグマ（stigma）とは、人々の不名誉な感
覚、特定の病気及び品行、振る舞いのことをい
う。本研究ではソーシャルポリシーにおいてス
ティグマがどのように捉えられているのか、若し
くはどのような位置づけになっているのかを明
らかにする。そのためT.H.マーシャルのソーシャ
ルポリシー論に言及することでソーシャルポリ
シーにおけるスティグマを究明することが目的
である。そのひとつの部分をなすT.H.マーシャル
（T.H.Marshall）の「市民権」と「社会階級」につ
いて言及しスティグマを浮き彫りにすることであ
る。
Ⅱ．本研究の分析枠組み
　（1）分析の視点①；スティグマと権利の剥奪
　スティグマは権利の剥奪若しくは抑圧する効果
が指摘されている。そこで権利剥奪の過程を分析
することによって、ソーシャルポリシーにおける
スティグマの状態を明らかにすることができる。
そのためT.H.マーシャルの「市民権」概念を分析
することにより、スティグマの様態に言及してい
く。
　（2）分析の視点②；スティグマと社会階級
　現代階級の概念は複雑であるが主に経済的影
響が自覚されたうえで階級概念が成立している。
ソーシャルポリシーの選別的サービスには、必ず
どの階級へ給付をするか、政策のターゲッティグ
（対象化）をする。社会構造の中に社会階級が機
能していることによって、まず階級間での対立が
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あり、スティグマが容易に生成される土壌がある。
次にソーシャルポリシーが選別的サービスのター
ゲッティングを決定し、給付を開始するとき特定
階層は社会構造の中で浮かび上がることになり、
他の階級の攻撃の的となる。そしてこの攻撃の中
にスティグマの付与が見られるのである。
　そこでT.H.マーシャルに見られる「社会階級」
を分析することによってスティグマ様態を明らか
にすることができ、かつ、ソーシャルポリシーに
おけるスティグマ付与の過程に若干の言及を可能
とすることができる。
　以上のように、ソーシャルポリシーにおけるス
ティグマの観点から分析するとき、上述のような
分析の視点を設定し、T.H.マーシャルの「市民権」、
「社会階級」から言及していく。
Ⅲ．結果と考察
（1）スティグマと「市民権（citizenship）」・「社
会階級（socialclass）」
　T.H.マーシャルは、市民権を「コミュニティの
完全な成員資格」と位置づけた。しかしながらそ
れは社会階級を超えてすべてが平等化するもので
はないとも明示した。市民権は、すべての「市民」
に与えられる権利であるが、それによりすべての
社会階級的諸問題が解決することには直接的につ
ながらない。そしてT.H.マーシャルは「…社会階
級に対する市民権の効果は、対立する原理間の葛
藤という形」であるという。
　まずスティグマと市民権の重要な点描は、19世
紀の救貧法の受給過程である。その受給過程では、
市民権、特に最後まで残されていた社会権までも
剥奪され制度の受給に至ったことをあげている。
しかしながらこのような権利剥奪過程が無くなっ
ても「救済を受ける人々は市民のコミュニティを、
貧窮者という追放された団体から隔てる、道路を
横切らなければならにと理解されていた。貧民救
済に付着していたスティグマは、人々のそのよう
な深い感情を表現していた」という。
　したがって、社会の平等化、政策的な経済的平
等を実施するときにスティグマを生ずることにな
る。その理由は、歴史的文脈において救貧的な制
度には市民権を剥奪されてきたことである。そし
て救済を必要として集団化、限定化、特殊化され
た歴史があることである。これらを持ってその他
の各階層には「市民権を剥奪された特殊な人々」
と言えるような心証なり印象が根付くことにな
る。これがスティグマと言える所以は、制度が市
民権の剥奪をやめ、権利性を主張しても制度的機
能は救貧的機能であるのに変わりないため結局、
従来の心証や印象である「市民権を剥奪されるよ
うな（剥奪されても構わないような）特殊な人々」
と位置付けられることにある。
（2）スティグマと社会階級の平等化の試み
　T.H.マーシャルは、「市民権」は平等化の体系
であり、資本主義社会は不平等の体系であるとい
う。そこで社会階級は概ね２つの類型をとる。ひ
とつは、「法・慣習により明示化された身分序列
による階級」であり、社会階級は市民資格により
破壊される効果を持つ。もうひとつは、「教育、
経済機構、財・サービスなど様々な要因によって
決定される階級」であり、この「階級は生活水準
という測定尺度によって明示化（階級化）」され、
市民資格と共存できる。
　しかしながら、この社会階級の平等化はスティ
グマという難題にぶつかる。それは社会階級の
ひとつが制度的な平等を達成するとき、心理的
なスティグマを付与されるというものである。
T.H.マーシャルは、「しかし経済的平等化は心理
的階級差別を伴うであろう。救貧法にスティグマ
が付着したため、〈被救済窮民〉（pauper）は一つ
の階級を誹謗的に定義づける用語となった。〈老
齢年金者〉は、恥という汚名はなかったが、同じ
意味合いを多少持っていたかも知れない」という。
　したがって社会階級が経済的要因を含む多要因
で決定されるとき、そのどれかひとつがスティグ
マを帯びていれば、その階級に対する政策（制度）
はスティグマに汚染されるのである。そして救貧
制度のように救済対象が限定的な制度においては
その特徴が顕著であり、たとえ制度によって経済
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的不平等が是正されても社会的（あるいは心理的）
階級へのスティグマは残余するのである。
Ⅳ．結論
　ソーシャルポリシーにおける権利性の確立は、
ソーシャルポリシー自体が成り立つための必須の
要件である。しかしながらスティグマを付与、生
成によりソーシャルポリシー自体に内的矛盾が隠
されていた。（これはスティグマの観点に立つと
いう極めて限られた議論である。）だが、ティト
マスやピンカー、スピッカーもこのスティグマの
問題に取り組んだということは、ソーシャルポリ
シーを展開していくうえで大きな障壁であったこ
とは明らかである。
　本研究からスティグマは市民権の権利剥奪の歴
史と、社会階級と平等化の試みの歴史のふたつの
歴史的文脈が絡み合うとき、スティグマの存在が
確認された。それを紐解き始めるとスティグマは
幾重にも重なったかたちで姿を現した。その分析
の成果としてT.H.マーシャルを手掛かりとして以
下のことに言及することができた。
　１． 市民権と社会階級は、社会の平等化や政策
的な経済的平等を実施するときにスティグ
マを生ずること。不平等の是正するため
ソーシャルポリシーを展開するが、その制
度自体にスティグマが付随し、制度を申請・
受給する者は「特殊な人々」として位置づ
けられてしまう。そこには市民権を剥奪さ
れてきた歴史が関連し、「特殊な人々」で
はない社会階級の人々から「市民権を剥奪
されてきたような」というスティグマが残
余するのである。
　２． 社会階級の平等化は、経済的不平等の是正
というようにソーシャルポリシーの目的を
ひとつは達成できる。しかしながら心理的
な不平等の是正は達成できない。特に低所
得者や生活困窮者、ホームレスなどを対象
とする救貧制度は、制度自体にスティグマ
が付随しているため対象となる受給者の経
済的不平等は是正できるが、心理的なス
ティグマ層として蔑視は残存するのであ
る。
　このことからソーシャルポリシーに付随するス
ティグマは、歴史的に残存している場合は、今日
まで払拭できないでいる。それは経済階級ではな
く、社会階級によって残存することが言えるので
ある。また権利性の主張に留まるソーシャルポリ
シーの展開効果は限定的で、スティグマの払拭に
まで及ばないということが明らかとなった。
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